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　粒界携造に麗する筆者1”3）らの観察や郷折は，　これま

で加工再結昌した多結晟試片や気相成長した結品4〕の粒

界など，いわゆる‘‘自然に荏在する粒界”に関するもの

であった．この種の実験は対応拉界の存在頻度を知るこ

とができる点で，重要なものであるが，粒界構造を解栃

するには不適当である．粒界構造を厳密に理解するため

には，対応関係からの毎’昂方位のずれ，不純物渡度など

の効果を一つ一つとりだして解析する必要があり，その

ためにはあらかじめ結品相互の方位関係を人工的に調整

した双結品をもちいて実験せねばならない．

　この種の実験は技術的にきわめて雌かしい．第一に結

晶方位の制御は非常に豹樒になされねばならない．結品

方位が対応関係から1°ずれるだけで，粒界転位列の間

隔は透過電顕法て観察できる眠度（～ユOOA）まで狭まっ

てしまう1｝．また：うしてできあがった双結昂中には泣

界としては対応粒界一餌しか存イ五しないのであるから，

それを含んで厚さ1p程度の金属苗膜を作成するのは決

して容易なことではない，現在これらの難点はまだ十分

に克服されてはいない．

　冷回は第一報として，粗大結晶をつくりやすい珪素鉄

についてΣ9対応粒界を含む双結晶を作成し，超高圧電

顕や走査電顕で観察した結果を報告する．粒界転位はみ

られなかったが，粒界構造に由来するとみられるジグザ

グ形状を観察したF

　使用した珪素鉄は八幡製鉄製Fe－3％＄1板5）で，板厚

2．3mmの熱延板を850℃，51｝寺間水素気流中で競鈍し，

表面部分を両側からO．4mmずつ研削して，厚さ1．5

mmとした．これを2～3％引張り変形して，900℃で

の温1度勾配が140℃／cmの炉中を降下させて粗大粒を作

成し，これらのうちで（110）が板諏にほぼ平行な結晶粒

を，W字形に切り，両先端部分を両者が〔110〕のまわ

りに39°±1°回転した関係になるようねじまげてから，

再び温度勾配のある炉中を降下させて双結晶を作成した

ものである，

　この結品粒界は〔110〕軸のまわりに38．9°回転した

関係にある粒界（Σ9対応粒界）と考えられ粒界近傍の原
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子の配列は（110）面でみるとFig．1

のようになっていることが予想され

る．すなわち粒界の方向によって

は，お五いに直交する関係にある二

種類の対応粒界（対応格子点密度の

高い結品粒界）が複合してできあが

っていると：考えられる．」雪9対応粒

界をこの実験で選んだのはこの粒界

の27値が〔110〕回虹の対応粒界の

うちでは双lll赫立界のモれを除けば最

小で低エネルギ規則粒界とみられる

こと，およびFe－O．75％Mn合金の

場合，それが天然に存在することが

確認された3】からである．対応粒界

面の大きさは，対応梅子点（Fig．　1

の黒丸）の間隔が数A程度あるた
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